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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年7月19日(2012.7.19)

【公開番号】特開2011-118132(P2011-118132A)
【公開日】平成23年6月16日(2011.6.16)
【年通号数】公開・登録公報2011-024
【出願番号】特願2009-275034(P2009-275034)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０１Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月5日(2012.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）現像剤供給部材から供給される現像剤を静電潜像担持体上に供給する現像剤担持体
を備える現像装置であって、
（ｂ）前記現像剤供給部材は、抵抗値１．９×１０4 ～７．６×１０7 〔Ω〕の電気抵抗
を有するフォーム部材を有することを特徴とする現像装置。
【請求項２】
（ａ）現像剤供給部材から供給される現像剤を静電潜像担持体上に供給する現像剤担持体
を備える現像装置であって、
（ｂ）前記現像剤供給部材は、抵抗値１．２×１０4 ～７．６×１０7 〔Ω〕の電気抵抗
を有するフォーム部材を有することを特徴とする現像装置。
【請求項３】
前記現像剤担持体は、その表面と１〔ｍｍ〕の間隔をもって配置されたコロナ放電器に５
〔ｋＶ〕の電圧を印加してコロナ放電を発生させて前記表面を帯電させた場合、０．１秒
後の電位が１～３６〔Ｖ〕である請求項１又は２に記載の現像装置。
【請求項４】
前記現像剤供給部材は、抵抗値１．９×１０4 ～８．８×１０7 〔Ω〕の電気抵抗を有す
るフォーム部材を有する請求項２に記載の現像装置。
【請求項５】
前記フォーム部材は連続気泡のウレタン発泡フォームから成り、
該ウレタン発泡フォームは、イオン導電による９．６×１０9 ～１．０２×１０12〔Ω・
ｃｍ〕の電気抵抗率を有し、各気泡壁面にカーボンブラックを固着させて電気抵抗の抵抗
値を１．０４×１０4 ～７．６×１０7 〔Ω〕としたものである請求項１又は２に記載の
現像装置。
【請求項６】
前記フォーム部材は連続気泡のウレタン発泡フォームから成り、
該ウレタン発泡フォームは、電子導電による１．１６×１０9 ～８．５１×１０11〔Ω・
ｃｍ〕の電気抵抗率を有し、各気泡壁面にカーボンブラックを固着させて電気抵抗の抵抗
値を１．９×１０4 ～８．８×１０7 〔Ω〕としたものである請求項１又は２に記載の現
像装置。
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【請求項７】
前記現像剤担持体は、軸体の外周面に形成された弾性層と、該弾性層の外周面に形成され
た複数の層とを有し、１００〔Ｖ〕印加時の電気抵抗の抵抗値が４．３５×１０6 ～４．
３２×１０8 〔Ω〕である請求項５又は６に記載の現像装置。
【請求項８】
（ａ）現像剤供給部材から供給される現像剤を静電潜像担持体上に供給する現像剤担持体
を備え、
（ｂ）前記現像剤供給部材は、抵抗値１．９×１０4 ～７．６×１０7 〔Ω〕の電気抵抗
を有するフォーム部材を有することを特徴とする画像形成装置。
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